成功モデル事例　寿栄会
　（施策部分や効果モデルにした事例であり，流れは脚色しています。
　　施策部分は実際のものである旨，アナウンスしてください
　　誤解しがちのため，ネット公開は禁止です。）
＞
A社長は、老人介護事業を営んでおり、介護施設の施設長も兼任しておりました。

A社長
　さあ、今日も、仕事をがんばるぞ。
　さてさて、今日は、うちの介護施設のおじいちゃん、おばあちゃんに、もっと喜んでもらえること、なにがあるか考えてみようかな。
＞
　プルルル

Ａ社長
　お、いつもがんばってくれている女性従業員のＢ子さんだ。
　はい、もしもし、Ｂ子さん、いつもがんばってくれていますね。ありがとうございます。
＞
Ｂ子
　社長、突然すみません、実は、わたし、妊娠しまして。

Ａ社長
　おお、おめでとうございます。

Ｂ子さん
　はい、ありがとうございます。ただ、出産後は子育てに専念したいもので、すみません、今月いっぱいで、退職させてください。
＞
Ａ社長
　わかりました。我々にとってはとても痛手ですが、もちろん、お子さま優先ですからね。
　いつかまた、落ち着いて、よかったら、遊びにきてくださいね。

＞
Ｂ子さん
　はい、ありがとうございます。
＞
　プルルル

Ａ社長
　お、また電話だ。税理士の先生からだ。なんだろな。

税理士
　あ、Ａ社長。
　お世話になっております。
　今日は、先日、ご依頼のあった、決算書の分析結果をお伝えしようと思いまして。今からうかがってもいいですか？

Ａ社長
　どうもありがとうございます。ぜひ、いらしてください。
＞
こうして、Ａ社長は、税理士の先生とミーティングを行いました。

税理士
　社長、決算書を拝見しましたので、わたしの意見をお伝えしますね。
＞
　まず、残業代がとても、多いですね。
　なかなか難しいと思いますが、なにか対策は考えていますか？
＞
Ａ社長
　それが、なかなか難しいんですよね。
　うちの施設は、なによりも働いてくれる従業員が宝ですから、残業代はしっかりと払ってあげたいですし。
　介護施設なので、当然、深夜残業もありますしね。
＞
税理士
　そうですよね。それでは、対策はこれから考えていきましょう。	
＞
　それと、従業員さんの募集費用がかなりかかっていますね。
＞
Ａ社長
　はい、そうなんですよ。
　やはり、どこも人手不足で、うちもそうなんです。
　特に、介護施設ですので、人手は増やしておかなければなりませんから、求人広告の費用が高くなっちゃうんです。
＞
税理士
　そうですよねぇ。どこも人手不足ですから、この点もなかなかむずかしいですが、対策を考えたいですね。
＞
　次ぎに、従業員さんへの、研修・教育コストも大きいですね。
　これは、どういった背景があるのですか？
＞
Ａ社長
　これはですね。うちは、介護施設なので、女性従業員の比率が高いんですが、深夜の勤務もあったり、労働時間が長いということもあって、妊娠を機に退職してしまう従業員が多いんですよ。
　それで、また人を募集して、そのたびに、教育・研修をしなければならないので、研修・教育コストが高くなってしまうんです。
＞
税理士
　そうでしたか。介護施設ですので、研修・教育コストもかならず必要なものですよね。ただ、なんとか、工夫して、資金繰りをよくしたいですね。
　わかりました。
　そうしますと、今後の課題としては、３つですね。
＞
　一つ目は、残業時間をどう減らすか、
　二つ目は、どうやって求人広告費用を削減するか、
[bookmark: _GoBack]　三つ目は、研修・教育コストの適正化、ですね。
＞
Ａ社長
　そうですね。考えてみます。ありがとうございます。
＞
その後、Ａ社長は、さまざまな勉強をした結果、次のようなプランを実行しました。
①仕事しらべ
　これは，現在，どのような作業に，どのような労力・作業時間などがかかっているか，チェックするというものです。
②業務実施上のコツのマニュアル化
③子ども参観日
　これは，社員さんの配偶者やお子さんに，職場を見学していただくというものです。
④ファミリーサービスデー
　これは，ノー残業デーです。
⑤計画的な年休取得
⑥男性育児休業５日有給化
⑦厚生労働省の子育てサポート企業認定（くるみん認定）取得

＞
一年後、その後、また、税理士の先生とのミーティングになりました。

税理士
　社長、すごいですね。残業代がとても減っていますよ。
　今回、社長が実行した対策がとてもうまくいってますね。

　それと、求人広告費用や、研修・教育コストも大幅に下がっていますね。
　これはいっったいどうやったんですか？
＞
Ａ社長
　いやー，先生，聞いてくださいよ。
それがですね。我が社の取り組みをまず、ホームページに乗せてアピールしまして、
＞
そうしたら，その後、たまたま、雑誌社とインターネットニュースを作っている会社から、取材されまして、それを見た方がうちに応募してくれるようになりました。
　なので、求人広告を出さなくても、人が集まるようになったんです。
＞
　しかもですね。いろいろやってみた，アイデア・施策によって，働きやすくなったのか，社員の定着率が上がったんです。
＞
　さらにですね，女性の方は、昔よりも働きやすくなったと言ってくれて，妊娠後、また我が社に戻ってきてくれるようになったんですよ。
　そのおかげで、新しく人をやとって研修するということが少なくなったんです。
＞
　このようにして，人が増えたので，一人の人の負担がへりまして，結果として，残業が減ったんです。
＞
税理士
　そうでしたか。
　それはすごい成果ですね。
＞
　話は、変わりますが、こういったユニークな取り組みをしていて、
特色もあり、優秀な従業員という強みのある御社であれば、
たとえば、銀行からの融資をもっと増やしたり、
経済産業省の補助金にチャレンジしてみたり、
厚生労働省の助成金を申請してみてもいいかもしれませんね。
＞
Ａ社長
　ぜひ、チャレンジしてみたいと思います。
